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五　

月

　

・
特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
担
当
者
名
簿

　
　

発
刊

　

・
第
一
回
理
事
・
評
議
員
会

　

・
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
拡
大
実
行
委
員
会

六　

月

　

・
各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

・
会
報
111
号
発
刊

　

・
言
語
・
難
聴
部
研
修
会
（
29
日
）

八　

月

　

・
知
的
障
害
部
研
修
会
（
４
日
）

　

・
全
特
連
関
ブ
ロ
大
会
茨
城
大
会
（
７
日
）

　

・
上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　

柏
崎
・
刈
羽
大
会
（
19
日
）

　

・
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部
研
修
会
（
20
日
）

九　

月

　

・
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
総
務
会

十　

月

　

・
全
特
連
全
国
大
会
神
戸
大
会
（
27
・
28
日
）

十
一
月

　

・
中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　

燕
・
弥
彦
大
会
（
12
日
）

　

・
下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　

新
潟
大
会
（
25
日
）

二　

月

　

・
第
二
回
理
事
会
（
上
旬
）

　

・
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
実
行
委
員
会
（
上
旬
）

　

・
会
報
112
号
発
行

平
成
27
年
度
　
主
な
行
事
予
定

　
「
こ
れ
が
合
理
的
配
慮
と
い
う
も
の
か
。」
と
実
感
さ

せ
ら
れ
る
事
例
に
出
会
い
ま
し
た
。
小
学
校
二
年
生
の

事
例
で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
知
的
に
は
ま
っ
た
く
問
題
が

な
い
も
の
の
、
音
韻
性
読
み
書
き
障
害
の
疑
い
が
あ
り
、

文
字
の
情
報
が
入
り
に
く
い
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
教

科
書
が
上
手
く
読
め
な
い
、
漢
字
が
書
け
な
い
、
漢
字

が
覚
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
主
な
困
り
感
で
す
。
そ

こ
で
、
新
潟
大
学
の
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
相
談

し
な
が
ら
学
習
に
お
け
る
支
援
を
考
え
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
が
入
っ
た iPad 

を
使
っ
て

学
習
を
し
、
単
元
末
テ
ス
ト
で
は
、V

O
CA

-PEN
 

を

使
っ
て
、
問
題
を
読
み
上
げ
て
も
ら
う
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
20
点
や
30
点
だ
っ
た
テ
ス

ト
の
点
数
が
軒
並
み
80
点
以
上
に
な
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
見
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
接
し
、

私
は
、
合
理
的
配
慮
と
い
う
も
の
の
有
効
性
、
将
来
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
例
か
ら
、
こ

う
い
っ
た
効
果
の
あ
る
支
援
を
中
学
校
・
高
校
と
切
れ

目
な
く
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
特
別
支

援
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
思
っ
た

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

会
長　

渡
辺
　
　
徹

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
向
け
て

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
社
会
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
目
指
す
方
向
の
一
つ
が
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
で
す
。
人
間
の
多

様
性
の
尊
重
を
強
化
し
、
障
害
者
の
能
力
を
最
大
限
度

発
達
さ
せ
る
等
の
目
的
の
下
、
障
害
の
あ
る
者
と
障
害

の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
で
す
。
言
葉
を
変
え
れ

ば
、
互
い
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
も
、
共
に
支
え
合
い
、

学
び
合
っ
て
い
く
教
育
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
に
は
そ
う
い
っ
た
教
育
の
実

現
の
た
め
に
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
い
く
つ
か

の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
合
理
的
配
慮
と
基
礎
的
環
境
整
備
の
提

供
で
す
。
合
理
的
配
慮
と
は
、
平
等
に
教
育
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
個
別
に
必
要
と
さ
れ
る
必
要
か
つ
適
当
な

変
更
・
調
整
で
あ
り
、
今
後
は
、
ど
の
学
校
に
お
い
て

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
合
理
的

配
慮
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
は
、
機
器

の
購
入
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

機
器
を
有
効
に
使
う
た
め
の
研
修
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
特
別
支
援
学
級
と
通
常
学
級
と
の
間
で

行
わ
れ
る
、
交
流
及
び
共
同
学
習
で
す
。
共
生
社
会
の

形
成
に
向
け
て
こ
れ
ら
の
活
動
は
大
変
有
意
義
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
専
門
性
の
向

上
で
す
。
す
べ
て
の
教
員
が
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

一
定
の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援

学
級
や
通
級
に
よ
る
指
導
を
担
当
す
る
教
員
が
専
門
性

を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
研
究
会
の
活
動
の
大
半
は
研
修
活
動
で
す
。
今
年

度
も
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
各

地
区
ご
と
の
研
修
会
や
障
害
別
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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一
　
は
じ
め
に

　

平
成
十
九
年
よ
り
、
特
別
な
場
の
教
育
か
ら
、
特
別

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
教
育
に
発
展
し
、
九
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
転
換
期
に
お
い
て
、
貴
会
が
時

代
の
要
請
を
受
け
止
め
、
先
駆
的
に
研
修
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
く
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
日
常
の
着
実
な
授
業
実
践
の
成
果
が
、
一

人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
や
支
援
へ
の
期
待
に

つ
な
が
り
、
特
別
支
援
教
育
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち

は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、

昨
年
四
月
に
策
定
し
た「
新
潟
県
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
の
施
策
を
四
つ
示
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
、
会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
そ
の

施
策
の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
　
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　

特
別
支
援
教
育
は
、
特
別
支
援
学
校
や
小
中
学
校
の

特
別
支
援
学
級
だ
け
で
は
な
く
、
通
常
の
学
級
に
お
い

て
も
、
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
発

達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
及
び
支
援

県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
　
　

特
別
支
援
教
育
推
進
室

室
長　

根
津
　
博
人

新
潟
県
の

　
特
別
支
援
教
育
の
動
向

等
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
県
独
自
の
調
査
を

実
施
し
、
昨
年
度
末
に
結
果
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

「
学
習
面
又
は
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
示
す
児
童
生

徒
の
割
合
」
は
、
6.0
％
（
全
国
調
査
6.5
％
と
ほ
ぼ
同
程

度
）、「
そ
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
支
援
を
受
け
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
」
は
、
92.4
％
（
全
国
調
査
で
は
58.2
％
）

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
等
に
つ
い
て
、
市
町
村

教
育
委
員
会
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
、
小
中
学
校
の
通
常
の
学

級
に
お
け
る
支
援
体
制
の
在
り
方
を
検
証
し
て
ま
い
り

ま
す
。

三
　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

学
び
育
て
る
」「
高
等
部
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ
る
」

を
基
本
方
針
と
し
て
、
全
県
的
視
野
か
ら
特
別
支
援
学

校
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
県
立
長
岡
聾
学
校
幼
稚
部
の
分
教
室
を

県
立
小
出
特
別
支
援
学
校
内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

長
岡
市
立
高
等
総
合
支
援
学
校
が
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

該
当
市
の
関
係
の
皆
様
に
は
、
特
別
支
援
学
校
の
拡
充

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
通
級
指
導
教
室
を
七
教
室

増
設
し
一
一
九
教
室
に
、
特
別
支
援
学
級
を
四
九
学
級

増
設
し
、
一
二
六
二
学
級
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市

町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

四
　
職
業
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

特
別
支
援
学
校
の
職
業
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
今

年
度
新
た
に
、
県
立
西
蒲
高
等
特
別
支
援
学
校
に
職
業

学
級
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
労
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
二
十
一
校
に
配
置
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

知
的
障
害
高
等
部
生
徒
の
多
く
は
、
特
別
支
援
学
級

の
卒
業
生
で
す
。
個
に
応
じ
た
進
路
実
現
の
た
め
に
は
、

高
等
部
に
お
け
る
職
業
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
小
中
学

校
か
ら
の
学
び
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
。
特
別
支
援

学
級
等
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
程
度
や
発

達
段
階
等
に
応
じ
、
個
別
の
指
導
計
画
等
を
活
用
し
た

連
続
性
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
　
交
流
及
び
共
同
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
障
害
の
な
い
児
童
生
徒
が
、

可
能
な
限
り
活
動
を
共
に
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
、
交
流
及
び
共
同
学
習
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、

特
別
支
援
学
校
長
会
と
連
携
し
、「
交
流
及
び
共
同
学

習
の
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
市
町
村
教
育

委
員
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
各
校
に
配
信
い
た
し
ま
し

た
。
各
校
に
お
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
参
考
に
、

交
流
及
び
共
同
学
習
の
改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
　
お
わ
り
に

　

文
部
科
学
省
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
日
本
型
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
方
向
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
支
援
教
育
を

希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
教
員
等
の
専
門
性

の
向
上
が
、
一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
貴
会
が

本
県
の
特
別
支
援
教
育
の
研
修
の
中
核
と
な
り
、
専
門

性
の
向
上
を
目
指
し
た
研
修
が
、
ま
す
ま
す
充
実
す
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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平成27年度　県特支研　役員� ※敬称略

会 長 渡辺　徹（鏡淵小）

副 会 長 熊木　泰広（南本町小）　　　小林　　修（三条小）
鷲津　毅史（新潟市立東特別支援）

理 事

①松永　哲郎（新井中央小）②本間　秀宜（大洲小）　　③島倉　昭宏（千手小）
④坂本　寛二（今町小）　　⑤齋木　道雄（北辰小）　　⑥渡辺　義光（新津第五中）
⑦有本　秀雄（新津第一小）⑧高橋いずみ（万代長嶺小）⑨浜田　　尚（小針小）
⑩坂井　　智（外ヶ輪小）　⑪齋藤　　隆（山辺里小）　⑫金内敬太郎（五泉小）
⑬池　典比古（真野中）　　⑭赤松　雅史（県立高田特別支援）
⑮小玉　義明（見附市立見附特別支援）　　⑯猪股　昭博（新潟市立西特別支援）

会 計 監 査 　渡辺　寿敏（糸魚川小）　　西山　宗彦（新町小）　　　伊藤　　守（水原小）

平成27年度　県特支研　評議員� ※敬称略

上 越 栗岡　秀明（飯小）
八木　一志（浦川原中） 柏 崎 ・ 刈 羽 保坂　尚哉（半田小）

山本　睦子（西山中）
糸 魚 川 吉田　一郎（大和川小） 妙 高 加藤　　晃（斐太北小）

長 岡 ・ 三 島 植木　志郎（栖吉小）
髙野富士雄（大島中） 三 条 吉田　順一（長沢小）

前澤　正人（第一中）
燕 ・ 弥 彦 齊藤　　毅（燕西小） 加 茂 ・ 南 蒲 山川　雅己（葵中）
見 附 山本　哲哉（名木野小） 小 千 谷 菅原　誠廣（小千谷中）
十日町・中魚 渡邊　善則（川治小） 魚 沼 菊地　俊郎（広神西小）
南 魚 沼 田村　　豊（湯沢中） 新 発 田 神田　久子（佐々木小）
北 蒲 佐藤　紹夫（蓮野小） 胎 内 金子　　智（きのと小）
村 上 ・ 岩 船 山崎　　明（関川中） 五 泉 谷　　　均（五泉北中）
阿 賀 野 佐藤　寿樹（笹岡小） 東 蒲 渡邉　　隆（津川小）
佐 渡 櫻井　清隆（加茂小） 新 潟 ・ 北 区 臼杵　勇人（葛塚東小）
新 潟 ・ 東 区 齊川　　豊（牡丹山小） 新潟・中央区 新井　秀和（女池小）
新潟・江南区 佐藤　　裕（横越中） 新潟・秋葉区 高橋　初敏（新津第二小）
新 潟 ・ 南 区 会田　政弘（月潟中） 新 潟 ・ 西 区 伴田　敦子（立仏小）
新潟・西蒲区 串田とよ子（中之口東小） 視 覚 障 害 石畑　健一（県立新潟盲）
聴 覚 障 害 関原　一成（県立長岡聾） 病 弱 菊地亜弥子（県立柏崎特別支援）
肢 体 不 自 由 小山　真樹（県立上越特別支援） 知 的 障 害 今井　聡己（新大附属特別支援）

　県特支研の役員，事業，会報などの情報や
特別支援学校へのリンクはこちらから

　地区大会・研究部の情報や個人・団体の実践
はこちらから

　特別支援学校のセンター的機能活用のための，
アンケート調査の結果です。
　県内の小中学校がどのようなセンター的機能
の活用を望んでいるかを調査した結果も載せて
あります。

URL　http：//www.niigata-inet.or.jp/kentokusiken/　　E-mail　tokusi@niigata-inet.or.jp

県特支研のホームページをご覧下さい
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テーマ　「新しい時代の教育を創ろう！　～一人一人が豊かに生きるために～」
期　日　８月７日（金）
会　場　筑波大学ほか
県内職員派遣
　第10分科会　教科指導③（保健体育）
　　　　　　　提案者　胎内市立中条小学校　　　　高山　雄一　教諭
　　　　　　　司会者　新発田市立御免町小学校　　須貝　雅浩　教諭
　第14分科会　キャリア教育
　　　　　　　提案者　新潟県立佐渡特別支援学校　本間　哲郎　教諭
　　　　　　　司会者　佐渡市立金井中学校　　　　滝田　恵子　教諭

○知的障害部　８月４日（火）
会場：秋葉区文化会館
講演：進路福祉，将来像，共生，キャリア教育について
　　　　 学童期より自立，社会参加に向けて，企業や福祉施設

の立場から保護者の皆様や教職員に伝えたいこと
講師：新潟市障害者就労支援センター
　　　　　　　センター長　　樋　口　督　水　様
　　　新潟市障害者雇用支援企業ネットワーク“みつばち”企業
　　　（株）バオバブAfrican Bakery Café ナミテテ
　　　　　　　マネージャー　工　藤　知　子　様
　　　新潟市福祉施設　西区のんびーり青山
　　　　　　　統　　括　　　寺　口　能　弘　様
○自閉症・情緒障害部　８月20日（木）
会場：中之島文化センター
講演：学習のつまずきが見られる児童への
　　　　　多層指導モデルの使い方とその効果
講師：国立特別支援教育総合研究所
　　　教育支援部主任研究員　海　津　亜希子　様
○言語・難聴部　７月29日（水）
会場：天寿園
講演：読み書きにつまずきのある児童の理解と支援
講師：東京学芸大学
　　　　　　　教　　授　　　小　池　敏　英　様

○柏崎・刈羽大会　８月19日（水）
会　　場　柏崎市文化会館（アルフォーレ）
　　　　　柏崎市産業文化会館
大会主題　「一人一人の自立と社会参加を
　　　　　　目指した一貫した支援の在り方」
講　　師　ＦＲ教育臨床研究所
　　　　　　　所長　　花　輪　敏　男　様
演　　題　不登校の理解と具体的な支援
　　　　　～特別支援教育の視点を持ちながら～

○燕・弥彦大会　11月12日（木）
会　　場　燕市吉田文化会館
内　　容　 分科会提案者を１名として十分な

協議時間を確保

○新潟大会　11月25日（水）
会　　場　新潟市北区文化会館ほか
大会主題　「多様な学びの場で，共に学ぶ
　　　　　　特別支援教育の充実を目指して」
内　　容　 分科会提案者を１名として十分な

協議時間を確保

平成28年度第50回全特連関東甲信越地区特別支援教育研究協議会 新潟大会
期　　日　　平成28年８月９日（火）
会　　場　　朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター（メイン）ほか
テ ー マ　　「一人一人が輝き，共に新しい時代を生き抜く特別支援教育の展開」
記念講演　　講師　岡山県視覚障害者協会　　理事　竹内　昌彦　様

平成27年度　研究大会の紹介

第49回全日本特別支援教育連盟
関東甲信越地区特別支援教育研究協議会

各部の研修予定 地区大会の予定

新潟県特別支援教育研究会関連

新潟大会
開催の
お知らせ


